
































Development and childcare of the children under 3 years of age :  
Current status and issues at the nursery schools.
漁田俊子*  山田悟史**  酒井範子***  宮地由紀子**** 








































































































































































































５年以上～ 10年未満 50 7.5
10年以上～ 20年未満 32 4.8















５年以上～ 10年未満 131 19.8
10年以上～ 20年未満 260 39.2














１）0歳児の発達と対応 663 12 91 366 141 53 
　　（気になる子を含む） 100.0 1.8 13.7 55.2 21.3 8.0 
２）1、2歳児の発達と対応 663 4 66 375 205 13 
　　（気になる子を含む） 100.0 0.6 10.0 56.6 30.9 2.0 
３）0歳児の保育内容 663 16 127 323 141 56 
　 100.0 2.4 19.2 48.7 21.3 8.4 
４）1、2歳児の保育内容 663 12 105 400 134 12 
　　 100.0 1.8 15.8 60.3 20.2 1.8 
５）3歳未満児の保育課程と指導計画 663 5 83 388 171 16 
　　 100.0 0.8 12.5 58.5 25.8 2.4 
６）担当制 663 64 138 191 168 102 
　 100.0 9.7 20.8 28.8 25.3 15.4 
７）複数担任と正副のあり方 663 26 112 295 214 16 
　 100.0 3.9 16.9 44.5 32.3 2.4 
８）他職種との関係 663 86 275 224 66 12 
　　 100.0 13.0 41.5 33.8 10.0 1.8 
９）環境設定（屋内外） 663 8 81 310 252 12 
　　 100.0 1.2 12.2 46.8 38.0 1.8 
10）遊具（屋内外） 663 10 136 327 174 16 
　　 100.0 1.5 20.5 49.3 26.2 2.4 
11）自然環境 663 48 202 297 103 13 
　　 100.0 7.2 30.5 44.8 15.5 2.0 
12）生活と遊び 663 12 147 353 136 15 
　 100.0 1.8 22.2 53.2 20.5 2.3 
13）3歳未満児の行事への参加 663 33 206 298 113 13 
　 100.0 5.0 31.1 44.9 17.0 2.0 
14）3歳以上の保育への連携 663 35 197 315 91 25 
　　（13「行事への参加」含む） 100.0 5.3 29.7 47.5 13.7 3.8 
15）保護者への対応 663 12 73 290 278 10 
　 100.0 1.8 11.0 43.7 41.9 1.5 
16）外国人家庭 663 77 129 243 161 53 
　　 100.0 11.6 19.5 36.7 24.3 8.0 
17）食育 663 20 179 330 118 16 
　 100.0 3.0 27.0 49.8 17.8 2.4 
18）園の方針と周知 663 41 190 296 126 10 
　　 100.0 6.2 28.7 44.6 19.0 1.5 
19）新保育指針と保育学生の新しい学習 663 13 46 240 350 14 
　　 100.0 2.0 6.9 36.2 52.8 2.1 
20）保育研究 663 100 104 173 192 94 
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こども園に移行し、全く経験のない3歳未満
児に配属されたベテラン保育教諭の「勉強不
足･困った」が、20項目全般の自由記述で散
見された。保育教諭は、こども園化に伴い、『幼
保連携型認定子ども園教育・保育要領』（平成
26年、内閣府・文部科学省・厚生労働省)を
よく勉強している。そして、幼稚園で3歳以
上児担当として発達の知識や教育経験を多く
積んできたにも関わらずその経験が、3歳未
満児保育（特に0歳児担当）ではあまり活き
ないこと、及び自信喪失に繋がっていること
も、改善していかなければならない人事的課
題の１つである。これは、「保育所等における
保育士配置に係る特例について」（平成28年、
厚生労働省)の「児童福祉施設の設備及び運
営に関する一部改正」に記載されている３つ
の特例（保育士配置、保育士数の算定）と同
様、保育者の資質及び保育の質の根幹に大き
く関わる事柄でもある。
Ⅳ．おわりに
　漁田ら（2017）は0歳～就学前の子どもと
保育全般について「困った・勉強不足」感を
調査した。一方、今回の調査は3歳未満の子
どもと保育に絞って行った。その結果、漁田
ら（2017）の調査で「困った・勉強不足」感
の第2位であった「3歳未満児への対応の仕
方・乳児保育」の具体的内容が詳らかになっ
た。今回の調査では、「保護者への対応に問題
はなかったか」、「子ども同士のトラブル（噛
みつき等）はどうすれば解消できるか、また
保護者にはそのことをどのように伝えればよ
いか」、「担当する子どもに発達の遅れがない
か」、「どうすれば質の高い環境設定が出来る
か」、「保育者同士の人間関係、特に複数担任
や担当制の課題を円滑にするにはどうすれば
よいか」と保育者が日々悩み、さらに、明日
に向けて自分の保育内容が向上するように勉
強したい、という意欲も自由記述欄から多く
読み取ることができた。
　保育者は、日々の仕事の中で「困った・勉
強不足」感をたくさん抱えている。これらを
丁寧に解消していくことが、保育者の資質向
上に繋がる。そして、保育者の資質向上は、
保育現場の質の向上に直結しているのである。
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